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1.はじめに
業務アプリケーションを開発してい

くうえで、データベースの利用は不可欠
である。そして、Delphi/400 はデータ
ベースを使ったアプリケーション開発を
得意としている。なぜなら、Delphi/400
はデータベースエンジンという機能を備
えており、これによりどのデータベース
に対しても、共通のプログラミングで簡
単に開発できるからである。

このデータベースエンジンと各種
データベースドライバを組み合わせるこ
とで、IBM i や SQL Server などさまざ
まなデータベースへ接続できる。【図 1】

これまでの開発で使用されてきた
データベースエンジンには、BDE や
dbExpress がある。本稿で主題として
いる「FireDAC」は、BDE や dbExpress
に続く新しいデータベースエンジンであ
る。

FireDAC 自体は Delphi の XE3 から
実装されており、これまでも Oracle や
SQL Server などでは使用可能であっ

た。そして Delphi 10 Seattle からは、
Delphi/400 のドライバが対応し、IBM i
でも活用可能になっている。

そこで本稿では、FireDAC で IBM i
を利用する基本的な方法、そしてすでに
BDE や dbExpress を使用して IBM i
へ接続しているプログラムを FireDAC
へ移行するポイントについて説明する。 

2.�FireDACを使った
IBM�i�アプリケーショ
ン開発

2-1. FireDAC とは
本題に入る前に、FireDAC はこれま

でのデータベースエンジンと比べて、ど
のような違いがあるかを確認する。
FireDAC の特徴としては、以下の点が
挙げられる。

（1）Windows 32bit ／ 64bit に対応
（2）FireMonkey に対応
（3）  BDE のような初期インストールは

不要（配布が簡単）

（4）双方向データセット形式
（5）  高いパフォーマンスのデータアクセ

ス（BDE と同等以上）

FireDAC と BDE、dbExpress と の
機能比較については【表 1】に示す。

これらの特徴や比較から、FireDAC
は dbExpress と同様の環境対応機能が
あり、BDE と同等の双方向データセッ
ト形式を備えていることがわかる。

つまり、FireDAC は両データベース
エンジンのよい部分を組み合わせた新し
いデータベースエンジンといえる。次に、
この FireDAC を使用して IBM i へ接
続し、ファイルを参照する基本的な使い
方を説明していく。

2-2. FireDAC の使い方
FireDAC で IBM i へ接続するために

使用する基本コンポーネントには、以下
が用意されている。

（1）TFDConnection
データベースへの接続を制御するコ
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BDE の照会画面の構成は、【図 8】のと
おりである。

照会画面の構成では、上段に抽出条件
を指定する項目と検索ボタンを配置し、
中段に明細表を配置している。動作とし
ては、検索ボタンを押下することで抽出
データを明細表に表示する。

また使用しているコンポーネントと
設定しているプロパティについては、【表
2】と【図 9】のとおり、検索実行時のソー
スは【図 10】のとおりである。データ
抽 出 に は RPG を 用 い て い る の で、
TAS400 コンポーネントと TCall400 コ
ンポーネントを使用しているが、データ
抽出の処理ロジックは主題から外れるた
め、本稿では割愛する。

以下に、プログラムで BDE を使用し
ている箇所を FireDAC に変更する手順
を説明する。

①�データベース接続処理をBDEから
FireDACへ変更
BDE を使用して作成した照会画面に、

2-2 に記載した FireDAC の基本コン
ポーネントである「TFDConnection」

「TFDTab l e」「TFDPhysCO400 
DriverLink」「TFDGUIxWaitCursor」
の 4 つを、【図 11】のように配置し、
TFDConnection コンポーネントのプロ
パティを設定する。

ただし BDE の照会画面では、【図 9】
にあるように TDatabase コンポーネン
トのプロパティ設定をソースで行ってい
る。そのため、TFDConnectionコンポー
ネントには接続定義名に“CO400DEF”
だけを設定し、残りの設定はソースで実
装する。

ここから、ソースの変更箇所の詳細を
説明する。
【図 12】のように、FormCreate イベ

ントに記述している TDatabase コン
ポーネントの設定を、TFDConnection
コンポーネントの設定に変更する。

ライブラリリストを使う場合、BDE
で は TDatabase コ ン ポ ー ネ ン ト の

“LIBRARY NAME”に、“*LIBL”をセッ
ト す る が、FireDAC の 場 合 は
TFDConnection コ ン ポ ー ネ ン ト の

“ODBCAdvanced”に“LibraryOption
＝（ブランク、シングルコーテーション
なし）”をセットする。これでデータベー
ス接続処理の FireDAC への変更は、完

ODBCAdvanced パラメータにライブラ
リ名を指定しているため、TableName
プロパティではリストが自動表示されて
選択できる。

あとは TDataSource コンポーネント
の DataSet プロパティと、TDBGrid の
DataSource プロパティを設定すれば、
各コンポーネントの設定は完了となる。

【図 6】
ここまでで、プログラム上の設定は完

了である。
実際に FireDAC を使用してデータへ

アクセスするには、TFDTable コンポー
ネントの Active プロパティを True に
する。これによって、TDBGrid 上にデー
タを表示できる。【図 7】

FireDAC は新しいデータベースエン
ジンではあるが、Delphi/400 ではこれ
までのプログラムと互換性を維持できる
形でコンポーネントが用意されている。
ここまでの実装手順を確認すると、
BDE や dbExpress の開発とほとんど違
いはなく、また TClientDataSet を必要
としない分、よりシンプルに開発できる
ことがわかる（もちろん TClientDataSet
を使用することも可能である）。

3.��既存プログラムの
FireDACへの移行

3-1. FireDAC へのプログラム変更
ここまで FireDAC の新規プログラム

を作成する方法を説明したが、次に
BDE や dbExpress で作成されているプ
ログラムを FireDAC へ移行する手順に
ついて説明する。

本稿では、次のような RPG を使った
標準的な仕組みの照会画面を題材に、
FireDAC へ変更するポイントを確認し
ていく。

FireDACへ変更する照会画面プログラ
ムの処理

（1）データを RPG で抽出する
（2）  抽出データをQTEMPのワークファ

イルに作成する
（3）  ワ ー ク フ ァ イ ル を BDE ま た は

dbExpress で画面表示する

3-2. BDE からの移行ポイント
ここでは、BDE から FireDAC への

変更方法について説明する。変更する

ンポーネント
（2） TFDPhysCO400DriverLink

TFDConnection に Delphi/400 の
IBM i 用ドライバ情報を提供するコン
ポーネント

（3）TFDTable
単一のファイルを指定して、データを

取得・操作するコンポーネント
（4）TFDQuery

SQL を実行して、データを取得・操
作するコンポーネント

（5） TFDGUIxWaitCursor
待機カーソルなどを制御するコン

ポーネント

それでは FireDAC を使用して IBM i
へ接続し、ファイルを参照する手順を順
番に確認していく。ファイルへの接続は、
TFDTable コンポーネントを使用した
基本的な構成とする。

①コンポーネントの配置
【図 2】に従って、新規フォームに各

コンポーネントを配置する。配置できた
ら、FireDAC の各コンポーネントのプ
ロパティを順番に設定していく。

最 初 に IBM i へ の 接 続 設 定 を、
TFDConnection コンポーネントで行う。
フォームに貼り付けた TFDConnection
コンポーネントをダブルクリックする
と、FireDAC 接続エディタが起動する。

【図 3】
起動した FireDAC 接続エディタの上

部にある、接続定義名のプルダウンより
“CO400DEF”を指定すると、パラメータ
が表示される。パラメータの“Database”

“ U s e r _ N a m e ”“ P a s s w o r d ”
“ODBCAdvanced”を、【図 4】に従っ
て設定する。

TFDPhysCO400DriverLink コ ン
ポーネントと TFDGUIxWaitCursor コ
ンポーネントは、フォームに貼り付ける
だけでとくに設定を行う必要はない。

続 い て、 フ ァ イ ル の 参 照 設 定 を
TFDTable コ ン ポ ー ネ ン ト で 行 う。
TFDTable コンポーネントの Connection
プロパティは、TFDConnection コンポー
ネントが自動で初期セットされているの
で、TableName プロパティに参照する
ファイル名を設定する。【図 5】

こ の プ ロ グ ラ ム で は、【 図 4】 の
TFDConnection コ ン ポ ー ネ ン ト の
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箇所を FireDAC に変更する手順を説明
する。

①�データベース接続処理を dbExpress
からFireDACへ変更
前述した BDE のケースと同様に、

dbExpress を使用して作成した照会画
面に、FireDAC の基本コンポーネント
である「TFDConnection」「TFDPhys 
CO400DriverLink」「TFDTable」

「TFDGUIxWaitCursor」の 4 つを、【図
23】のように配置し、TFDConnection
コンポーネントのプロパティを設定す
る。

ただし、dbExpress の照会画面も BDE
のケースと同様に、TSQLConnection
コンポーネントのプロパティ設定をソー
スで行っている。従ってソースの変更は、

【図 24】のように、TFDConnection を
設定する。これで、データベース接続処
理の FireDAC への変更が完了である。

②�データ表示処理を dbExpress から
FireDACへ変更
dbExpress から FireDAC への変更

では、TClientDataSet コンポーネント
をそのまま利用することもできる。その
場合、フィールド設定の移行も必要ない
ので、BDE より簡単に FireDAC へ移
行できる。

ま ず は BDE の ケ ー ス と 同 様 に、
TFDTable コ ン ポ ー ネ ン ト の
TableName プロパティに参照するファ
イ ル 名 を 直 接 設 定 す る。 次 に、
TDataSetProvider コンポーネントの
DataSet プロパティを TSQLTable から
TFDTable に変更する。【図 25】

デ ー タ 表 示 処 理 の ソ ー ス は
TClientDataSet コンポーネントを残し
ているため、変更は不要である。したがっ
て、ここまでの作業で FireDAC への変
更は完了となる。ただしプログラムを実
行すると、BDE のケースで説明したデー
タ型のマッピングエラーが発生する可能
性がある。発生する場合は、同じ対応が
必要となる。

プログラムをコンパイルして実行す
ると、FireDAC で従来どおりの動作が
確認できる。最後に、使わなくなった
dbExpress の TSQLConnection コ ン
ポーネントと TSQLTable コンポーネ
ントを削除して、FireDAC への移行は

る場合に発生するエラーである。ここで
は TFDTable コンポーネントのフィー
ルドは Integer 型であるが、FireDAC
は数値型をBCD型として認識するため、
このようなエラーが発生する。

このエラーに対応する方法として、
FireDAC にはデータ型のマッピング
ルールを変更する機能が用意されてい
る。データ型のマッピングルールの変更
は、TFDConnection コンポーネントで
設定できる。

まずは、TFDConnection コンポーネ
ントをダブルクリックして、FireDAC
接続エディタを開く。次にオプションタ
ブを選択し、オプションタブにある「継
承したルールを無視」チェックボックス
をチェックすると、データマッピング
ルールの明細が入力可能になる。

明細は【図 18】のように設定し、OK
ボタンで FireDAC 接続エディタを完了
する。これで、FireDAC で数値項目を
BCD 型で認識した場合、Integer 型に
変換可能となる。再度プログラムをコン
パイルして実行すると、データ型のエ
ラーが解消されて、正しく実行できる。

【図 19】
ここまで確認できたら、FireDAC で

従来どおりの動作が実現できたことにな
る。使わなくなった BDE の TDatabase
コンポーネントと TTable コンポーネン
トを削除して、FireDAC への移行が完
了である。

3-3. dbExpress からの移行ポイント
ここでは、dbExpress から FireDAC

への変更方法について説明する。変更す
る dbExpress の照会画面の構成は、【図
20】のとおりである。

この照会画面の構成や機能は、前述し
た BDE の照会画面と同じである。また、
使用しているコンポーネントと設定して
いるプロパティについては【表 3】と【図
21】のとおり、検索実行時のソースにつ
いては【図 22】のとおりである。

BDE との大きな違いはデータを表示
する際に、TDataSetProvider コンポー
ネントと TClientDataSet コンポーネン
トを使用している点である。これは
dbExpress を使用して、直接画面にデー
タを表示する際に必要な構成となってい
る。

以下に、dbExpress を使用している

了である。

②�デ ー タ 表 示 処 理 を BDE か ら
FireDACへ変更
次に、TFDTable コンポーネントの

Connection プ ロ パ テ ィ に、TFD 
Connection コンポーネントが指定され
ていることを確認し、TableName プロ
パティに参照するファイル名を設定す
る。

このプログラムでは、TFDConnection
コンポーネントにライブラリ名を指定し
ていないため、リストから選択するので
はなく、ファイル名を直接設定する。あ
とは TDataSource コンポーネントの
DataSet プ ロ パ テ ィを、TTable か ら
TFDTable に変更する。【図 13】

最後に、【図 14】のようにソース上で
TTable コンポーネントを使用している
部分を TFDTable コンポーネントに変
更すれば、変更は完了となる。

変更したプログラムを実行すると、
FireDAC の仕組みで IBM i のデータを
照会可能なことが確認できる。【図 15】

ただし明細表のタイトル行やデータ
書式を設定している場合、それが反映さ
れていないはずである。

そのため、TFDTable コンポーネン
トで各フィールドの詳細設定を行う必要
がある。項目ごとに DisplayLabel プロ
パティや DisplayFormat プロパティ等
を設定していくのは面倒な作業だが、移
行の場合はすでに BDE の TTable コン
ポーネントのフィールドに設定されてい
るはずなので、それをコピーすればよい。
【図 16】のように、TTable コンポー

ネントと TFDTable コンポーネントの
フィールドエディタを開き、TTable コ
ンポーネントの全フィールドを選択した
あと、コピー＆ペーストで TFDTable
コンポーネントのフィールドエディタへ
貼り付ける。これだけでフィールド設定
情報のコピーは完了である。TFDTable
コンポーネントの各フィールドのプロパ
ティを確認すると、TTable の設定がす
べてコピーできているとわかる。

再度プログラムをコンパイルして実
行すると、変更しているプログラムに
よっては、【図 17】のようなエラーの出
るケースがある。これは、FireDAC の
データ型（数値）のマッピングルールが、
これまでのデータベースエンジンと異な
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完了である。

4.�まとめ
本稿では FireDAC の特徴や基本的な

使用方法を確認し、BDE や dbExpress
で作成されている既存プログラムからの
移行ポイントを説明した。

BDE や dbExpress でプログラムを開
発された経験があれば、FireDAC がこ
れまでとほとんど同じ構成で使えること
を確認いただけたと思う。既存のプログ
ラムを FireDAC へ移行する場合はいく
つかのポイントがあるが、Delphi/400
は非常に互換性が高いので、定型的な作
業で簡単に変更できる。　

本稿のノウハウを参考に、既存プログ
ラムやこれからの新規開発で FireDAC
を活用していただければ幸いである。

 M
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図11

図10

図9



77

図13
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図15
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図18
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図22
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図25


